
岡部研究会「研究論文概要集」(2007年度春学期) について

岡部研究会では、1998年度春学期以降、参加メンバーが学期中に執筆したすべての研究論文

の「概要」を学期毎に一冊にとりまとめて刊行しています。本書は、2007年度春学期のもので

あり、このシリーズの第１６号に該当します。そして、この１６号は、担当者（岡部）がこの

８月末をもって慶應義塾を退職するのでシリーズ最終号になります。

今学期の研究テーマは、従来同様、研究会１が「金融研究」、研究会２が「日本経済研究」

でした。本書に収録されている論文は、研究報告会議（2007年7月14～15日に川崎市で実施）に

おいて報告され、論文概要はそこでの討議を踏まえて改訂されたものです。

この「概要集」シリーズ全１６冊を振り返ってみると、３つの感想を持ちます。第一に、収

録された論文（概要）総数が実に３４２編にも達していることです。岡部研究会在籍者がこの

１０年間にこれほど多量の研究論文を作成したことに感慨を覚えます。第二に、研究会履修者

が採り上げた研究テーマはこの１０年間における日本経済の課題の変遷を如実に反映しており、

全体として一種のクロノロジーを提供していることです。当初は規制緩和、電子マネー、銀行

の経営破綻などに大きな関心が寄せられていたのに対して、最近はM&A（企業の合併および買

収）、郵政民営化、年金問題、機関投資家、自由貿易圏の形成などを扱った論文が多くなって

います。そして第三は、論文の視点がより研ぎ澄まされ分析レベルも次第に高まってきている

うえ論文としての完成度も着実に高まってきていることです。近年の論文の中には、担当者

（岡部）との共著論文というかたちをとって学会で発表したものが数件あります。また、研究

会優秀論文としてウエブ掲載している論文の中には、国内の研究者によって引用されているも

のも散見されるようになっています。実にうれしいことです。

なお、今学期も、これら論文のうち最優秀と認められたもの（各研究会１編、合計２編）は、

従来どおり単独刊行物として湘南藤沢学会より刊行される予定です。従来のそうした岡部研究

会優秀論文はインターネット上から全文をダウンロードすることができます。
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